
 

「UWB（超広帯域）無線システムの技術的条件」のうち「マイクロ波帯を用いた 

UWB無線システムの屋外利用の周波数帯域拡張に係る技術的条件」 

に関する調査の進め方（案） 

 

 

「UWB（超広帯域）無線システムの技術的条件」（諮問第2008号）のうち、「マイクロ波帯を用いた

UWB無線システムの屋外利用の周波数帯域拡張に係る技術的条件」に関し、以下のとおり調査を

進めることとする。 

 

１ 検討対象システム及び調査事項  

 マイクロ波帯を用いたUWB無線システムの屋外利用の周波数帯域拡張に係る技術的条件を策

定するため、新たな利用ニーズを踏まえ、既存無線システムとの周波数共用を図りつつ、以下の

事項を調査・検討する。 

 

（１）屋外で使用可能な周波数帯域の拡張範囲の検討 

UWB（超広帯域）無線システムの割当帯域は広く、共用システムが多く存在するため、令和

元年度の技術試験事務における検討結果を踏まえ、屋外利用が要望されている7.25～

10.25GHzの周波数帯のうち、7.25～9.0GHzへの拡張について、他の無線システムへの影響を

確認した上で検討を進める。 

 

（２） 周波数拡張に伴う技術的条件の見直しの検討 

 屋外で使用可能な周波数帯域の拡張に伴う、他の既存無線システムを保護するための送信

スペクトルマスクの見直しやレーダー用途での利用における混信防止機能の追加等の技術的

条件の検討を進める。 

 

２ 検討スケジュール 

別紙１のとおり 

 

３ その他 

本件の検討事項について、委員会が調査研究のために必要とする情報を収集し、委員会の検

討を促進させるために別紙２の運営方針で、「UWB無線システム屋外利用検討作業班」を再開す

ることとする。 

なお、必要に応じて、関係者をオブザーバーとして参加させることとする。 
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今後のスケジュール 

年月 分科会・委員会 作業班 

令和２年 

５月 

4/30～5/12 委員会 

（メールによる検討） 

・検討再開 

 

5/21～5/26 技術分科会（文書審議） 

・検討開始報告 

 

 

 

 

 

 

 

５月最終週 第５回作業班 

・調査検討事項・進め方の確認 

・利活用方策の検討 

・普及予測 

・既存無線システムとの共用検討結果 

・技術的条件案 

６月  ６月下旬 第６回作業班 

・既存無線システムとの共用検討 

・UWB機器の運用制限の考え方 

７～９月  ７月下旬～９月上旬 第７回作業班 

・既存無線システムとの共用検討 

・技術的条件案（運用制限含めて） 

・報告案素案 

※状況によってはもう１回開催 

10 月  10 月上旬 第８回作業班 

・報告案とりまとめ 

11 月 11/４（水） 委員会 

・委員会報告案とりまとめ 

 

（意見募集３０日程度） 

 

令和３年 

1月 

1/13(水) 委員会 

・意見募集の結果とそれに対する陸上

無線通信委員会の考え方 

 

１/26（火） 技術分科会 

・一部答申 

 

 

別紙１ 



 

 

 

UWB 無線システム屋外利用検討作業班の運営方針（案） 

 

 

１ 作業班の構成 

   (1) 作業班は、陸上無線通信委員会（以下「委員会」という。）主査から指名された者に

より構成される。 

   (2) 作業班主任は、委員会主査から指名された者がこれに当たる。 

 (3) 作業班に主任代理を置くことができ、主任から指名された者がこれに当たる。 

 

 

２ 作業班の運営 

   (1) 主任は、作業班の調査研究及び議事を掌握する。 

   (2) 主任代理は、主任不在の時、その職務を代行する。 

   (3) 作業班の会議は、主任が招集する。 

   (4) 主任は、作業班の会議を招集する時は、構成員にあらかじめ日時、場所及び議題

を通知する。 

   (5) 主任は、構成員に調査研究の協力を求めることができる。 

   (6) 主任は、必要があると認める時は、作業班に、必要と認める者の出席を求め、意見

を述べさせ又は説明させることができる。 

   (7) その他、作業班の運営については、主任が定めるところによる。 

 

 

３ 会議の公開 

会議は、次の場合を除き、公開する。 

(1) 会議を公開することにより当事者又は第三者の権利、利益や公共の利益を害する

おそれがある場合 

(2) その他、主査が非公開とすることを必要と認めた場合 

 

別紙２ 



 

情報通信審議会 情報通信技術分科会 陸上無線通信委員会 
UWB 無線システム屋外利用検討作業班 構成員（案） 

   
（令和２年４月 30 日現在） 

  氏名 所属、役職 

1 主任 眞田 幸俊 慶應義塾大学 理工学部 電子工学科 教授 
電子情報通信学会フェロー 

2 構成員 李 還幇 国立研究開発法人情報通信研究機構 
ワイヤレスネットワーク総合研究センター 総括研究員 

3 構成員 阿部 敏和 防衛省整備計画局情報通信課防衛部員 

4 構成員 飯塚 留美 一般財団法人マルチメディア振興センター 
電波利用調査部 研究主幹 

5 構成員 谷澤 正彦 日本無線株式会社 事業本部 部長 技術統括担当 

6 構成員 市川 麻里 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 
周波数管理室長 

7 構成員 上田 陽市 一般社団法人電波産業会 研究開発本部 
移動通信グループ 主任研究員 

8 構成員 江原 隆 ビー・エム・ダブリュー株式会社 デベロップメント・ジャパン 
テクノロジー・オフィス 

9 構成員 大石 雅寿 大学利用機関法人自然科学研究機構国立天文台天文情報センター・周

波数資源保護室・室長 特任教授 

10 構成員 鬼山 昭男 株式会社パスコ 衛星事業部 顧問 

11 構成員 梶原 佑介 気象庁 観測部 観測課 航空気象観測高度化企画調整官 

12 構成員 河村 暁子 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 
電子航法研究所 監視通信領域 主幹研究員 

13 構成員 齋藤 一賢 日本電信電話株式会社 技術企画部門 電波室 室長 

14 構成員 佐藤 誠 日本テレビ放送網株式会社 技術統括局 技術戦略統括部 

15 構成員 田北 順二 一般社団法人全国船舶無線協会 
水洋会部会 事務局長 

16 構成員 田島 慶一 スカパーJSAT 株式会社 放送技術本部 
システム技術部・放送技術主幹 

17 構成員 田中 祥次 株式会社放送衛星システム 

18 構成員 富樫 浩行 株式会社ディーエスピーリサーチ 

19 構成員 濱中 太郎 日本放送協会 技術局計画管理部 

20 構成員 藤村 卓史 日本電気株式会社 レーダシステム部/電波・誘導事業部 

21 構成員 松本 浩幸 コンチネンタル・オートモーティブ・ジャパン株式会社インテリア ボ
ディ＆セキュリティネットワーク製品グループマネージャー 

22 構成員 三島 安博 Apple Japan, Inc. Wireless Design 

23 構成員 湯通堂 亨 国土交通省国土地理院 測地部 宇宙測地課 課長補佐 
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